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キリストの平和の光の中で生きる 
(Living in the Light of Christ's Peace) 

核軍縮のための対話 

 
神に向け、すべての善意の人に向けて、一つの願いとして、 

原爆と核実験とあらゆる紛争のすべての犠牲者の名によって、 

心から声を合わせて叫びましょう。 

 

戦争は二度と繰り返しません、 

兵器の轟音は二度と繰り返しません、 

こんな苦しみは二度と繰り返しません、と。 

わたしたちの時代に、わたしたちのいるこの世界に、平和が来ますように。 

（教皇フランシスコ、2019年11月24日、広島平和記念公園） 
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はじめに 

広島からニューメキシコまで、キリストの平和への旅路 
 

親愛なる兄弟姉妹の皆さん、 

2017年9月、私は日本を旅しながら、広島と長崎を訪問しました。1945年8月6日、人類

が核時代という闇の中へ一線を越えてしまったという事実に気づいたことは、暗鬱であり

ながらも目の覚めるような経験でした。私たちは今や数十億人を一時に殺戮し、ひいては

一瞬で世界中を破壊することができます。広島と長崎を歩きながら、この邪悪な現実を実

感することができました。 

ある展示館で、1945年8月のその運命の朝に、広島の生徒たちがまばゆい光に引き寄せ

られて窓へと走っていったという話を読みました。私はどれだけ多くの人が一瞬にして火

に焼かれたり、ひどい苦痛の中で死んでいったりしなければならなかっただろうかと思い

ました。普通、光は新しい人生とより明確な視野をもたらします。しかし、その日はそう

ではありませんでした。悲しいことに、戦争に使われた最初の核爆発で生成された光は、

破壊と死をもたらしました。 

1962年10月のキューバのミサイル危

機の際、私が少年だった時を覚えてい

ます。学校帰りに、数機のロシア飛行

機が原子爆弾を投下するのではないか

と思い、空を見上げた覚えがありま

す。とても怖くて、家まで走って帰り

ました。しかし、日本の生徒たちは恐

れる時間さえありませんでした。彼ら

には逃げる時間も逃げる家も残ってい

ませんでした。広島平和記念公園を横

切って、焼け落ちた原爆ドームの前に

立った時、私は今まで核戦争の可能性が現実になるとは思ってもおらず、核の脅威に対す

る恐怖も感じなかったことに気づきました。子どもの頃、核戦争に備えて机の下に隠れた

り、最寄りの防空壕を探す練習をしたりしたことがぼんやりとした記憶として残っていま

したが、広島と長崎がそういう記憶をよみがえらせました。 

私がニューメキシコに戻ってきてから一日か二日後、友人数人がサンタフェに私を訪ね

てきました。私は友人たちをニューメキシコ歴史博物館に連れて行きました。そこで私

は、違った物語のある違った展示館を見たのです。広島と長崎についての記憶が鮮明に残

っている状態で、私は、マンハッタン・プロジェクト（Manhattan Project）訳注i、ロスア

ラモス国立研究所（Los Alamos National Laboratory）とサンディア国立研究所（Sandia 

National Laboratory）の発展過程、そして、ついには広島と長崎に投下されてしまった核

 
i 第二次世界大戦中に（1942年から1946年まで）アメリカが主導し、イギリスとカナダが共同で参加した

核爆弾開発プログラムである。戦争中に二種類の核爆弾が開発されたが、一つはウラニウム235を弾頭と

して使用した砲身型核分裂兵器であり、もう一種類はプルトニウムを弾頭とした内爆型核爆弾であっ

た。爆弾の開発と製造はニューメキシコ州にあるロスアラモス研究所で行われた。 

図1：原爆投下後の広島 
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爆弾が作られるようになった経緯に関する資料を読みました。この展示物を、日本を訪問

する前に見たときとはまったく異なる仕方で見たのです。つい数週間前に見た、実際に広

島と長崎に投下された爆弾に付けられた別称「リトルボーイ」と「ファットマン」iiの写

真を見るだけでぞっとしました。その爆弾が日本の兄弟姉妹に何をしたのかわかっていた

からです。 

友人と私が、私たちの美しい

都市の郊外に出かけた時、この

都市がどれほど平和なのかわか

るようになりました。アッシジ

の聖フランシスコの聖なる信

仰、この世におけるキリストの

平和の道具となるように彼を鼓

舞した信仰の都市サンタフェ

は、平和の聖母、ヌエストラ・

セニョーラ・デ・ラ・パス

（Nuestra Señora de la Paz）

の故郷です。しかし、私たちの

都市の歴史、広島と長崎の爆弾

を作り出した長くて暗い遺産、

そしてそれ以降製造された数千個の核兵器を考えると、非常に心が乱れました。私たちこ

そがこの大量破壊兵器を設計して作った人々なのです。初めてそれを使った人たちなので

す。だから、まさに私たちが核兵器を解体する人となり、二度とそれらが用いられないよ

うにしなければならないのです。 

サンタフェでのその日、すべてのものが主の平和

の中で生きるように世話し養うようにと、神が私た

ちに与えた共通の家である地球を破壊する潜在力を

持つ武器を作ったということが、私には冒涜のよう

に感じられました。サンタフェ大司教区は強力な平

和のイニシアティブの一部でなければなりません。

これらの兵器が二度と使われないようにすべきで

す。兵器が地球や私たちを破壊してはならず、その

代わりに汚染された土地を浄化し、対話や交渉のよ

うな非暴力的な手段を通じて、すべての国際紛争を

解決するグローバルな機関の基金援助をしなければ

ならないということが私の中で明確になりました。 

 

 

 
ii 歴史上初の核爆発実験であるトリニティ実験が行われた（1945年7月16日）後、２種類の核爆弾が作ら

れた。砲身型核爆弾には「リトルボーイ（Little Boy）」、内爆型核爆弾には「ファットマン（Fat 

Man）」という名前が付けられた。アメリカ国防総省は、広島と長崎に核爆弾の投下を決定した。1945年

8月6日、「リトルボーイ」が広島に投下され、8月9日には「ファットマン」が長崎に投下された。 

図2：原爆投下後の長崎 

図3：破壊された浦上カトリック教会
で発見された、「長崎の被曝マリア」 
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歴史的に、サンタフェ大司教区は平和のイニシアティブの一部でした。特に、核兵器の

開発と製造に対する私たちの役割を考えると、なおさらです。私は今こそそのような平和

活動を回復しなければならない時期だと信じています。私はニューメキシコ州で、またア

メリカ全域にわたって核廃絶に対する真摯な対話を続けなければならないと思います。私

たちは、これ以上自分たちに与えてきた危険な苦境を否定したり無視したりすることはで

きません。私たちはこのことについて、お互いに話し合いを始めるべきです。核兵器を廃

棄し、核の脅威を終息させるための具体的な措置を講じなければなりません。私たちが人

類を、地球を、平和と主を愛するなら、このような緊急問題に対する開かれた対話を始

め、核廃絶のための新しい道を探さなければなりません。 

文章と証言から、このような重大な対話に参加した多くの人々を見つけることができま

した。ネバダ核実験場で50年以上にわたって平和の徹夜運動を組織し、非暴力市民不服従

行動に参加して核廃絶のために声を上げてきたサンタバーバラ管区の元フランシスコ会所

属のルイ・ヴィターレ神父（Father Louis Vitale, OFM）を思い出します。ヴィターレ神

父は、霊性に重点を置き、非暴力的な生活のための教育プログラムを開発する組織「パー

チェ・エ・ベネ（Pace e Bene）」の創立者の一人です。 

また、私はテネシー州オークリッジの核兵器施設に入って核廃絶を要求した疑いで、連

邦刑務所で数年の受刑生活を送り、2021年に91歳で死亡したメーガン・ライス修道女

（Sister Megan Rice）を思い出します。広く知られているように、メーガン修道女は収監

中に、アメリカの広島と長崎への爆弾投下を「歴史上最大の恥」と主張しました。メーガ

ン修道女は、自分の唯一の罪といえば、70歳になって初めて公に核兵器に反対する声を上

げ、行動を取ったことだと言いました。 

その他にも、世界中に平和のために声を上げた驚くべき預言者的な人々がいます。この

書簡で、私は皆さんに、平和のために新たに身を投じるよう、特に世界的に核廃絶につな

がる活発な対話に参加することを呼びかけます。私たちが実行しなければ、誰が行動する

のでしょうか。今でなければ、いつ行動するのでしょうか。第二次世界大戦中、ディート

リッヒ・ボンヘッファー（Dietrich Bonhoeffer）は、「悪の前で沈黙すること自体が悪で

ある。神は私たちが罪なき者であるとは思わないだろう。言わないことは言うことなの

だ。行動しないことは行動することなのだ」1と言いました。持続的に核戦争を準備するの

を見て、後ろ向きに座り込んで沈黙することはできません。これからどうすれば核兵器を

廃棄し、二度と使用しないようにするかについて話し合わなければなりません。 

私は、この書簡でニューメキシコ州とアメリカ全域でそのような対話が行われることを

要請します。いつか私たちがこのような兵器を作ることを中断し、アメリカと全世界で武

装を解除し、核の脅威という憂慮と恐怖のない新しい未来に進むことを希望しながら、私

の考えと憂慮を伝えるために、平和の精神で祈りながら作成したこの省察の書簡を出しま

す。 

私は第二バチカン公議会と他の教皇たち、そして米国カトリック司教協議会が出した文

書だけでなく、フランシスコ教皇が最近広島と長崎を訪れたこと、そして教皇が最近出し

た核廃絶の要求を省察します。私は、平和の君であり、私たちに平和を作り出す人になる

ように呼びかけ、汝の敵を愛せよと言ったイエスの教えと手本を深く考察したいのです。

核兵器の現在の状況について、なぜ私たちが今すぐ非核化の過程を始めなければならない

のかについて省察し、私たち皆が取ることができるいくつかの解決策と具体的な措置を提

案します。 
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私はこの州全体での対話が、核廃絶に向けた道を作るのに役立つ全国的で国際的な対話

の一部になることを希望します。私は平和の神に祈り、核廃絶という贈り物を求めるよう

皆さんを招きます。平和にお互いを見つめ合いながら、依然として開発されている核兵器

について、また核戦争の準備作業をどのように終息させるかについて話し合い、耳を傾け

なければなりません。私は皆さんをキリストの光の中に入るように、平和の新しい未来、

平和という新しい約束の地、平和と非暴力の新しい文化に向かって一緒に歩いていくよう

に招きます。そのような文化の中で私たちは美しい惑星、私たちの共通の家である地球の

姉妹兄弟として、平和に生きる方法を学ぶことができるでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わたしは、平和をあなたがたに残し、わたしの平和を与える。 

（ヨハネ 14：27） 
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第一部 

平和の作り手になるようにという呼びかけ 

―― 教皇フランシスコ、教会、福音の教え ―― 

 

ここ数年の間、教皇フランシスコは、カトリック教会が核兵器と核抑止力を支持する態

度から、核兵器は非道徳的であると非難し、核兵器の完全な廃棄を要求する態度へと変わ

る劇的な変化を導き出しました。2017年に教皇フランシスコは、核抑止力は「道徳的に容

認できない」と公式に宣言しました。この宣言は、「核兵器のない世界と統合的軍縮の展

望」についての、統合的人間開発を促進するバチカン（教皇庁）の部門の国際シンポジウ

ムでなされたものです。 

2019年11月24日、教皇フランシスコは広島と長崎を訪れ、原子爆弾の生存者に会い、核

廃絶のために祈りました。教皇は、核兵器は今日起こりうる「死と破壊のブラックホー

ル」と情熱的に説き、「核兵器のない世界」を作っていこうと要請しました。教皇は「戦

争のために原子力を使用することは、現代においては、これまで以上に犯罪とされます。

人類とその尊厳に反するだけでなく、わたしたちの共通の家の未来におけるあらゆる可能

性に反する犯罪です。原子力の戦争目的の使用は、倫理に反します。核兵器の保有は、そ

れ自体が倫理に反しています」2と付け加えました。 

追悼式において長崎のすべての原爆犠牲者のために献花した後、教皇は核兵器競争が誤

った安全意識を生み出し、国際関係を汚染すると宣言しました。また、これらの兵器は資

金を浪費することであり、環境的にも害悪を作り出すと主張しました。フランシスコ教皇

は、「今日の世界では、何百万という子どもや家族が、人間以下の生活を強いられている

にもかかわらず、武器の製造、改良、維持、商いに財が費やされ、築かれ、日ごと武器

は、いっそう破壊的になっています。これらは天に対する絶え間のないテロ行為です」と

し、このように付け加えました。 

 

核兵器のない世界が可能であり必要であるという確信をもって、政治をつかさど

る指導者の皆さんにお願いします。核兵器は、今日の国際的また国家の安全保障

に対する脅威からわたしたちを守ってくれるものではない、それを忘れないでく

ださい。人道的および環境の観点から、核兵器の使用がもたらす壊滅的な影響を

考えなくてはなりません。核の理論によってあおられる、恐れ、不信、敵意の空

気の増幅を止めなければなりません。3  

 

フランシスコ教皇は、２か月後の2020年1月、すべての国に核兵器のない世界を作るこ

とに乗り出すようにと求めました。教皇の訴えは、核兵器禁止条約（Nuclear Weapons Ban 

Treaty）として知られる条約より２日前に出されました。この条約は、署名国が核兵器を

開発、実験、生産、備蓄、保管、移転、使用、そして使用するとの威嚇など、あらゆる活

動を禁止する最初の法的拘束力のある国際協定です。教皇は核兵器の無差別的な影響に触

れ、「核兵器は短期間で非常に多くの人を攻撃し、環境には長期的な被害を誘発する」と

述べました。教皇はすべての国家と国民に対し、「核兵器のない世界を作るのに必要な条

件を増進するために努力すること」を頼みました。そのための最善の方法は、「人類に最
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も必要な平和と多国間協力の進展に献身すること」と述べました。 

フランシスコ教皇は、2020年8月6日の日本核攻撃75周年の記念日に再び「核兵器をこの

世界から完全に無くすために尽力し、祈る」4ように促しました。 

フランシスコ教皇は広島と長崎を訪問して核廃棄を強く促しながら、核廃絶に関する世

界的な対話を始めました。私はニューメキシコにいる皆さんにも、その対話を続けること

を要望します。核兵器を製造することを止め、武器庫を解体し、世界から核兵器を除去す

るためにできる役割を果たしてほしいのです。 

教会はこれまで数十年間、核兵器と核戦争の脅威を非難してきました。核廃棄と不拡散

への支持は、戦争と平和に対するカトリックの社会教説に確固たるものとして根付いてお

り、教皇聖ヨハネ23世、第二バチカン公議会文書、教皇聖パウロ６世、教皇聖ヨハネ・パ

ウロ２世、教皇ベネディクト16世

と、最近では現教皇フランシスコ

によって強調されてきました。 

1962年のキューバミサイルの危

機のわずか一年後、教皇聖ヨハネ

23世は1963年に出した回勅『地上

の平和（Pacem in Terris）』で、

他国との関係を探求するために「時のしるし（Signs of the Times）」を読まなければなら

ないと述べ、アメリカが広島と長崎に核爆弾を投下した後も続いてきた軍備競争を省察し

ました。聖ヨハネ23世は、軍備競争の破壊的な結果に注目し、核兵器禁止とともに相互信

頼に基づいた恒久的な平和があってこそ軍備競争が終息するだろうと促しました。彼は次

のように述べました。 

 

……経済が発展した政治共同体において、恐るべき軍備がすでになされており、

またそれがたえず進められていることを見るのは、きわめて悲しいことです。こ

れには、精神的なエネルギーと経済的資源が非常に高い割合で費やされています

し、これらの政治共同体に属する国民は、重い犠牲を強いられています。同時に、

そのために、他の政治共同体は、経済的、社会的発展に必要な協力を得られない

状態になっています。……正義、英知、そして人間の尊厳の尊重のためには、軍

備競争に終止符が打たれること、……核兵器が禁止されること……が切実に要求

されます。……軍備の均衡が平和の条件であるという理解を、真の平和は相互の

信頼の上にしか構築できないという原則に置き換える必要があります。5 

 

  一年後の1964年、第二バチカン公議会の文書である『現代世界憲章（Gaudium et 

Spes）』は、私たちの信仰に照らして、軍備競争のように世界が直面している現在の問題

に教会がどのように相互作用すべきかを省察しました。国家間の平和、莫大な戦争兵器に

消耗する費用、そして戦争が私たちの中で最も貧しい人々に及ぼす影響を探索しながら、

『現代世界憲章』は次のように述べています。 

 

……多くの国が行っている軍拡競争は平和を確保するための安全な道ではなく、

それから生じるいわゆる力の均衡も、確実で真実な平和ではないことを確信すべ

きである。それは、戦争の原因を取り除くどころか、徐々に増大するよう脅か

核兵器は禁止されなければなりません。……軍備の

均衡が平和の条件であるという理解を、真の平和

は相互の信頼の上にしか構築できないという原則

に置き換える必要があります。 

『地上の平和』112（日本語版では60-61） 
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す。つねに新しい兵器を準備するために莫大な富が費やされているのに対し、今

世界中にはびこっている悲惨をいやすためには十分な対策を講じえないでいる。

……軍拡競争は人類にとってもっとも重い傷であり、貧しい人々を耐えがたいほ

どに痛めつけるものである。6 

 

  教皇聖ヨハネ・パウロ２世は、1981年2月、広島にある国連大学の科学者たちに行った

演説の中で、広島と長崎に加えられた傷がどのように人類に深く影響するかについて述べ

ました。教皇は「核兵器による絶滅の危機にさらされた、この惑星上における我々の未来

は、ある一つの要素にかかっております。それは、人類は道徳的転換を実行しなければな

らないということであります」7と述べました。 

教皇聖ヨハネ・パウロ２世は1982年に国連総会で演説し、軍拡競争に対する教会の教え

は一貫して明確だったと言及しました。そして、教皇は次のように付け加えました。 

 

第二次世界大戦が終わり「原子時代」が始まってから、教皇庁とカトリック教会

の態度は明らかになりました。教会は絶えず平和に貢献し、紛争を解決するため

に、戦争に頼らない世界を建設しようと努力してきました。国際的に相互信頼と

協力という風土を維持することを奨励してきました。平和の保障に役立つ仕組み

を支持してきました。戦争の惨憺たる結果に対しても関心を呼び起こしました。

新しくて致命的な破壊手段が発達し、戦争はそれに関与する危険を表わしていま

すが、即刻的な危険を超え、協力、相互信頼、兄弟愛と平和を築くためにどのよ

うな価値を発展させるべきかを指摘してきました。……第二バチカン公議会とそ

れ以降のすべての教皇は自分の信念を表明し続けてきましたが、それぞれの信念

を軍備と兵器の統制状況を変化させ、発展させることに導入しました。[カトリッ

ク教会は] 軍拡競争について嘆いてきましたし、兵器の誤用に対するより大きな

安全装置だけでなく、相互進歩的で検証可能な軍縮を要求しました。すべての国

の独立と自由、そして合法的な安保の尊重を求めてきました。……カトリック教

会の絶え間ない憂慮と持続的な努力は、全般的かつ検証可能な武装解除が行われ

るまで、すべての人の心が持続的な平和を保障する倫理的選択に導かれるまで止

まらないでしょう。8 

 

1983年、アメリカとソ連の冷戦と第二

次世界大戦後の核兵器競争を念頭に置

き、アメリカの司教たちは『平和の挑戦

（The Challenge of Peace）』という司

牧書簡を出しました。この書簡は当時、

アメリカの核政策にカトリックの教えを

適用する一つの地図を提供しました。司

教たちは「アメリカの抑止力政策を再考し、核戦争発生の可能性を減らすために、そして

より安定的な国内と国際安保体制へと移行するためには、相当の知的、政治的、倫理的努

力が必要である」9と表明しました。 

アメリカの司教たちは1993年、冷戦後の世界での平和構築に関する声明である「義の実

……カトリック教会の絶え間ない憂慮と持続

的な努力は、全般的かつ検証可能な武装解

除が行われるまで、すべての人の心が持続

的な平和を保障する倫理的選択に導かれる

まで止まらないでしょう。 

教皇聖ヨハネ・パウロ２世、1982年 
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は平和のうちに蒔かれる（The Harvest of Justice is Sown in Peace）」を通じて、戦争

と平和に対する省察を続けました。司教たちは「アメリカの司教として私たちは以前にも

似たような訴えを続けた。倫理的任務はこれらの兵器を大幅に削減し、最終的には完全に

廃棄することである」10と述べました。 

教皇ベネディクト16世は、2006年1月1日、「平和は真理のうちに(In Truth, Peace)」と

題した世界平和の日のメッセージにおいて、核兵器とそれが提供する誤った安全保障意識

について、次のように述べました。 

 

いまだに兵器の生産や新兵器の研究開発への投資が進んでいる中、どうして平和

に未来があるといえるでしょうか？ 国際社会が勇気と知恵をもう一度取り戻

し、あらためて毅然とした決意と協力によって軍縮を推進し、すべての個人と国

民がもつ平和への権利を具体的に保障してくれることを願うばかりです。11 

 

ベネディクト教皇は続けて述べていま

す。国家が平和を維持するために核兵器

が必要だという概念は、「破滅を招くだ

けでなく、まったくの偽りだということ

です。実際、核戦争では勝者などなく、

すべての人が犠牲者となるからです。平和の真理がすべての政府に求めているのは、公然

と、もしくは秘密裏に核兵器を保有しているか、核兵器の保有を計画しているかにかかわ

らず、明確で強固な決断をもって進路を変更し、段階的で協調を伴う核武装解除に努力す

ることに合意することです。こうして節約される資源は、すべての人、とくに貧しい人の

ための開発プロジェクトに充てることもできるはずです。」12 

教皇ベネディクト16世は、2010年5月5日に行われた一般謁見演説の中でも、「核軍縮を

一致して確実に進めることは、これに関連する国際的義務の完全で迅速な履行と密接に結

びついています。実際、平和は、力の均衡だけでなく、信頼と、自らが引き受けた義務の

尊重に基づいています」13と述べました。 

2020年2月14日、米国カトリック司教協議会の国際正義と平和委員会が提出した核廃絶

に関する声明は、核脅威について言及したフランシスコ教皇の努力を確認します。「フラ

ンシスコ教皇の言葉は、相互破壊の脅威に安住する国際関係の現状維持の態度（status 

quo）が変わらなければならないという事実を、すべての人々に悟らせる明快な要求であ

る。アメリカの司教として、私たちは以前にも似たような訴えをしたことがある。倫理的

任務はこれらの兵器の大幅な削減を進めることであり、究極的には完全に廃棄することで

ある。」14 

回勅『兄弟の皆さん（Fratelli Tutti）』（2020年10月）で教皇フランシスコは、次のよう

に述べています。 

 

国際的な平和と安定は、偽りの安心感、相互破壊や壊滅の脅威、勢力均衡の単な

る維持を礎とするものであってはならないのです。……この文脈において、核兵

器廃絶の最終目標は、挑戦であると同時に、倫理的、人道的命令でもあるので

す。……武器やその他軍事費に使われているお金で、飢餓撲滅のために、そして

最貧国の発展のために、国際基金を設立しようではありませんか。15 

いまだに兵器の生産や新兵器の研究開発へ

の投資が進んでいる中、どうして平和に未来

があるといえるでしょうか？ 

教皇ベネディクト16世 
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  数か月前の2021年11月17日に開かれた

軍縮会議で、バチカン国務長官ピエト

ロ・パロリン枢機卿（Cardinal Pietro 

Parolin）は、「相互破壊と恐怖の脅威に

基づいてはならず、正義と完全な人間発

展、人権尊重、創造に対する関心、教育

と保健施設の増進、対話と連帯において

その基盤を構築しなければならない」と

述べました。パロリン枢機卿は続いて、

「核兵器廃絶という究極目標は、一つの

挑戦課題であり、道徳的かつ人道的な命

令である」と述べ、「実践的なアプローチ

をするためには、現在多くの論争に浸透

している恐怖と孤立主義を乗り越え、平

和と安全保障に対する多者間の協力倫理

に対する省察を促進しなければならな

い」16と強調しました。 

 

 

 

「今日、イエスの真の弟子になるために」 フランシスコ教皇の平和と非暴力メッセージ 

 

抑止力を暫定的に受け入れる活動から核兵器の全廃を要求する活動に至るまで、カトリ

ック教会の教理の発展を追跡する際、私は核時代を生きていく弟子たちに新鮮で新しい方

法として、「非暴力」に照らしてイエスと福音を理解するよう招いたフランシスコ教皇の

言葉に注目します。2017年1月1日、50周年を迎えた世界平和の日に、フランシスコ教皇は

「非暴力、平和を実現するための政治体制（Nonviolence：A Style of Politics for 

Peace）」というタイトルのメッセージを発表しました。この歴史的なメッセージで、フラ

ンシスコ教皇は世の中の暴力とイエスの非暴力方式について言及し、「積極的な非暴力を

私たちの生き方」にしようと促しました。 

「暴力に対する暴力の応酬がもたらすのは、強制移住とはかりしれない苦しみだけで

す」とし、「なぜなら莫大な資源が若者、苦境にある家庭、高齢者、病者をはじめとする

世界の大半の人々の日々のニーズを満たすために費やされずに、軍事目的のために使われ

るからです。最悪の場合、すべての人とはいわないまでも、多くの人々に身体的、精神的

な死がもたらされます。」17 

イエスは非暴力の人生を生き、教えられました。フランシスコ教皇は次のように述べて

います。 

 

こうした現実に対して、キリストのメッセージは、非常に前向きな対応策を示し

ます。イエスは神の無条件の愛、受け入れてゆるす愛をつねに説きました。そし

て敵を愛し（マタイ5:44参照）、もう一方のほおをも向けるように（マタイ5:39参

オットー・パンコック(Otto Pankok)の作品 

銃を打ち壊すキリスト 
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照）弟子たちに教えました。姦通の現場で捕らえられた女に告発者たちが石を投

げるのをやめさせたとき（ヨハネ8:1-11参照）、またご自分の死の前夜に、ペトロ

に剣を納めるように言ったとき（マタイ26:52参照）、イエスは非暴力の道を描い

ていました。イエスはその道の行き先である十字架まで進み、それにより平和を

実現し、敵意を滅ぼしました（エフェソ2:14-16参照）。 

 

フランシスコ教皇は、「今、イエスの真の

弟子であることは、非暴力というイエスの

提案を受け入れることでもあります」と述

べました。フランシスコ教皇は、「敵を愛し

なさい」という命令は、「キリスト教の非暴

力の『憲章（マグナ・カルタ）』と考えてよいものです。キリスト教の非暴力とは、悪に

屈することではなく、……むしろ、善をもって悪に対抗することです。こうして不正の鎖

を断ち切ることができます」とした教皇ベネディクト16世の言葉を引用しました。 

また、フランシスコ教皇は「個人の間と諸国民の間に兄弟愛と平和的共存を求めるとい

う倫理は、恐怖と暴力と閉鎖性に根差した考え方ではなく、責任感と敬意と誠実な対話に

基づくものです」と述べました。教皇は「わたしは軍縮を求めると同時に、核兵器の禁止

と廃止を訴えます。核抑止力と相互確証破壊の脅威は、こうした倫理の根拠にはなりえな

いからです」と結論付けました。 

フランシスコ教皇は、イエスの積極的な非暴力を実践しようという厳粛な要請でメッセ

ージを結びます。 

 

人と人とのかかわり、社会における関係、さらには国際的な関係において、愛と

非暴力に基づく交わりが行われますように。……地域的、日常的な局面から国際

的な秩序に至るまで、非暴力がわたしたちの決断、わたしたちの人間関係、わた

したちの活動、そしてあらゆる種類の政治の特徴となりますように。……積極的

な非暴力とは、一致が対立よりもはるかに力強く、実り豊かなものであることを

表す一つの方法です。……わたしは積極的で創造的な非暴力のもとに行われる平

和構築のあらゆる取り組みに、教会が協力することを誓います。……その活動の

一つひとつはささやかなものですが、暴力のない世界を築くために役立つ、正義

と平和に向けた第一歩となるでしょう。……わたしたちが自らの思い、ことば、

行いから暴力を消し去って非暴力の人となり、自分たちの共通の家を大切にする

非暴力的な共同体を築くために、祈りと活動を通して尽力することができますよ

うに。 

 

イエスの非暴力を生き直そうというフランシスコ教皇の要請に照らして、私はイエスが

どのように非暴力を実践し、ニューメキシコとアメリカ全域で私たちがどのように非暴力

を実践できるかについて省察してみます。 

 

「主よ、お望みなら、天から火を降らせて、彼らを焼き滅ぼしましょうか」 
 

  公生活を始める時、イエスは「時は満ち、神の国は近づいた。悔い改めて福音を信じな

今、イエスの真の弟子であることは、非暴

力というイエスの提案を受け入れること

でもあります。 

教皇フランシスコ 
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さい」（マルコ1:15）とおっしゃいました。ある面でイエスは、暴力と不正義、戦争と帝

国の時代が終末に至っていることを話されたのです。私たちはまさに今、ここで神の平和

の統治を受け入れ、神の普遍的な愛と非暴力の中で生活するよう招待されました。 

真福八端と山上の垂訓（マタイ5-7章）で、イエスは「平和を実現する人々は、幸いで

ある、その人たちは神の子と呼ばれる」（マタイ5:9）と言いながら、私たちに平和を成し

遂げる人になって敵を愛するよう命令します。「あなたがたも聞いているとおり、『目には

目を、歯には歯を』と命じられている。しかし、わたしは言っておく。悪人に手向かって

はならない」（マタイ5:38-39）。「あなたがたも聞いているとおり、『隣人を愛し、敵を憎

め』と命じられている。しかし、わたしは言っておく。敵を愛し、自分を迫害する者のた

めに祈りなさい。あなたがたの天の父の子となるためである。父は悪人にも善人にも太陽

を昇らせ、正しい者にも正しくない者にも雨を降らせてくださるからである」（マタイ

5:43-45）。イエスはこの教えを通じて、神は平和を成す方で、神の息子であり娘である私

たちも戦争を起こす人ではなく、平和を成す人たちであると言われます。神は普遍的で非

暴力的な愛を行い、私たちも普遍的な非暴力的な愛を行う神の子であるため、普遍的で非

暴力的な愛を実践しなければならない

とおっしゃったのです。この言葉には

いかなる例外もなく、戦争や「正当な

戦争論（just war theory）」に対する

いかなる正当化もあり得ません。 

このような教えはとても純粋で非現実的で理想に過ぎないのではないかという疑問を抱

く人も多いでしょう。しかし、敵を愛しなさいというイエスの要請に対し、マーティン・

ルーサー・キング牧師（Dr. Martin Luther King, Jr.）は、「イエスは非現実的な理想主

義者ではなく、実践的な現実主義者でした」18と言いましたが、とても正確な表現です。 

また、キング牧師は次のように述べています。 

 

イエスの戒めの中で、「敵を愛しなさい」という命令ほど従い難いものはないでし

ょう。ある人は、この戒めを実際に実践するのは不可能だと強く感じています。

また、ある人は、敵を愛しなさいというイエスの勧告は、キリスト教徒の倫理

が、強くて勇敢な人のためではなく、弱くて卑怯な人のために考案されたものだ

という事実を証明するものだと主張することもあります。……このような絶え間

ない質問と執拗な反対にもかかわらず、イエスのこの命令はかつてないほど緊急

に私たちに挑戦します。そしてさまざまな激変の続きは、私たちに現代人類が憎

悪という道、つまり滅亡と破滅に追い込む旅程にあるという事実を想起させてく

れました。敵を愛しなさいというイエスの命令は、理想主義的な夢想家の敬虔な

命令ではなく、生存のために絶対的に必要な条件です。さらに敵に対する愛は、

この世の問題を解決する鍵です。……キリスト教徒としての私たちの責任は、こ

の命令の意味を発見し、その命令を私たちの日常生活で情熱的に生きようと努力

することです。19 

 

キング牧師は、敵に対する非暴力的な愛が、今日残されている現実的で政治的な唯一の

解決策であることを教えました。たとえ私たちがイエスの戒めを完全に理解できなくて

も、イエスに従う弟子として、私たちはイエスの教えをニューメキシコとアメリカ全域で

イエスは非現実的な理想主義者ではなく、実

践的な現実主義者でした。 

マーティン・ルーサー・キング牧師 
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実践しようと努力すべきです。敵を愛するということは、敵に核兵器を投下する準備を含

め、彼らを殺すための準備を中断する過程を始めることを意味します。ロシア、中国、イ

ラン、北朝鮮の人々を含め、すべての人を兄弟姉妹と考え、彼らに害悪を及ぼさず、むし

ろ積極的に愛するためなら何でもしなければならないということです。 

ルカによる福音書（9:54-55）で、イエスが弟子たちに敵を愛するよう命令した直後、

弟子たちが敵を殺してもいいのかと尋ねた場面に触れたのは興味深いです。エリヤがそう

だったように、弟子たちは敵に天から地獄の火を降らすことを望んでいました。この一節

は、今ニューメキシコにいる私たちにとって特に重要です。 

イエスは組織的な不正義に対抗するためにエルサレムに向かって進む旅程を始め、ユダ

ヤとサマリアの国境を越えていたところでした。ユダヤ人とサマリア人は憎み合いなが

ら、お互いに激しい攻撃を仕掛けて戦争を繰り広げました。イエスはすべての人を無条件

に愛し、弟子たちに敵を愛する方法を見せたかったので、わざと彼らの間を通り過ぎたの

です。 

途中、あるサマリア人の村は、彼らの怨讐であるユダヤ人が住むエルサレムに向かうと

いう理由でイエスを迎え入れることを拒みました。この言葉を聞いたヤゴブとヨハネはイ

エスに「主よ、お望みなら、天から火を降らせて、彼らを焼き滅ぼしましょうか」（ルカ

9:54）と尋ねました。イエスは弟子たちに普遍的な愛と創造的な非暴力を実践し、敵さえ

も愛しなさいと命じましたが、弟子たちは敵を殺そうとしたのです。弟子たちは天から火

を求めた預言者エリヤの教えを好みました。 

  ルカはただ「イエスは振り向いて二人を戒められた」（ルカ9:55）と言います。 

  イエスは天から地獄の火が降らすことを願った弟子たちを叱りました。イエスはそのよ

うな考えをすることさえ禁じました。イエスは報復と戦争を含むあらゆる種類の暴力を拒

否します。イエスは弟子たちの間の暴力も認めません。イエスはどんなことがあっても私

たちがイエスのように非暴力的で愛する人になることを願っています。私たちに人を殺す

ことは許されません。 

ところが2000年後、私たちはニューメキシコで、天から地獄の火を降らすことを願うだ

けでなく、実際に地獄の火を注ぐために歴史上最も破壊的な武器を作り、広島と長崎にい

る数万人の兄弟姉妹を殺すためにその武器を使いました。さらにその後も、私たちは人類

全体を破壊できる数万個の核兵器を作りました。私たちは天から地獄の火を降らせたかっ

たヤゴブとヨハネを凌駕しました。私たちは地獄の火を降らす行為をしてきましたし、依

然として用意しています。 

私はイエスが私たちを叱っていると思います。イエスが天から地獄の火を降らすことを

願ったヤゴブとヨハネを叱ったのなら、地獄の火で他人を殺すことを行い、その準備を続

けている私たちもきっと叱るでしょう。 

  イエスの厳しい叱責に耳を傾けなければなりません。核兵器は非暴力的なイエスの意思

ではありません。イエスの叱責を真摯に受け止めるべき時期です。耳を傾ければ、イエス

が今日の私たちに叫ぶ声を聞くこ

とができます。核兵器を作ること

を止めてください。核戦争を準備

せず、核兵器を解体し、普遍的な

愛と平和の神の国を受け入れなけ

ればなりません。 

イエスが天から地獄の火を降らすことを願ったヤゴ

ブとヨハネを叱ったのなら、地獄の火で他人を殺す

ことを行い、その準備を続けている私たちもきっと

叱るでしょう。 

ジョン・C・ウェスター大司教 
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イエスは平和に関する対話を始めるために、先に72人の弟子を派遣します（ルカ10:1-

12）。「行きなさい。わたしはあなたがたを遣わす。それは、狼の群れに小羊を送り込むよ

うなものだ」。イエスは弟子たちに、各家庭に平和の言葉で慰め、平和の祝福を与え、神

の平和の国を宣布せよと言います。後で帰ってきた弟子たちはそのことが叶ったので喜ん

でいます。弟子たちが従順で平和の使命を果たしたことを見て、イエスも喜んでいます。 

エルサレムに近づくと、イエスは泣き出し、「もしこの日に、お前も平和への道をわき

まえていたなら……」（ルカ19:41-42）と言います。イエスは暴力と不正義の文化がより

大きな暴力を生むことを知っていました。ローマ人が西暦70年にエルサレムに進軍し、そ

の都城を破壊した時、そのことが実現されたからです。今日、核兵器の脅威にさらされて

いる世界がエルサレムです。平和を成し遂げることを学ばなければ、完全な破壊に向かう

ことになるでしょう。 

エルサレムに入ったイエスは、

組織的な不正義に対抗するため

に、神殿で非暴力的かつ直接的な

行動をとります。イエスは非暴力

的な行為によって逮捕されまし

た。私たちは自らに問うことができます。神殿に横行した暴力にも怒ったイエスが、私た

ちが製造する核兵器を見れば、いったい何とおっしゃるでしょうか？ 

過越の祭りの聖餐式でイエスはパンを取り、「これは、あなたがたのために与えられる

わたしの体である」と言っています。また食事を終えてから、杯も同じようにして、「こ

の杯は、あなたがたのために流される、わたしの血である」と言っています。イエスは

「行ってわたしのために彼らの体を壊し、わたしのために彼らの血を流しなさい」とは言

いません。むしろ「あなたたちのためにわたしの体を捧げてわたしの血を流したように、

あなたたちもそうしなさい」と言ったのです。ここでイエスは、非暴力という新しい契約

を提示します。聖体祭儀（ミサ）に参加する私たちは、非暴力的なイエスの道をとり、他

人を殺すよりも、むしろ自らの苦しみや死を優先させることができるようになります。 

ゲツセマネの園でイエスを逮捕するために兵士たちが到着したとき、ペトロがイエスを

守るために暴力的に手を伸ばして剣を抜く場面が出ます。ペトロは自分の暴力が正当だと

考えています。ペトロが兵士の片耳を切り落とした際、イエスは最後の戒めを下します。

「剣をさやに納めなさい」。まさにこの言葉が、イエスが亡くなる前にイエスの共同体と

教会に残した最後の言葉であり、弟子たちがイエスから聞いた最後の言葉です。イエスが

非暴力に関してどれほど真剣なのかを悟ると、突然弟子たちは皆イエスを見放します。 

逮捕、裁判、拷問、処刑に至るまでイエスは非暴力的な態度を維持し、さらに自分を殺

した人々まで赦します。イエスは死者の中から生き返った時も相変わらず非暴力です。イ

エスは復讐や仕返しを求めません。むしろ平和の言葉で友人を迎え、平和と非暴力という

使命を遂行するように彼らを再び派遣します。 

平和を成す人になり、剣をさやに納めて、すべての人、ひいては民族の敵までも愛する

ことを求める復活したイエス、非暴力的なイエスに従うことがどのような意味なのか、一

緒に話し合うように皆さんを招待します。確かに、この命令はニューメキシコで私たちの

名前で準備されている暴力に対抗して、核廃棄を始め、誰も二度と天から地獄の火を降ら

さないようにしようという挑戦の課題です。キング牧師は「手遅れになる前にイエスの言

葉に耳を傾けて従うことを望む」20と結論付けました。 

平和を成し遂げることを学ばなければ、私たちは

完全な破壊に向かうことになるでしょう。 

ジョン・C・ウェスター大司教 
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平和を成す人になり、剣をさやに納めて、すべての人、ひいては民族の敵までも愛すること

を求める復活したイエス、非暴力的なイエスに従うことがどのような意味なのか、一緒に

話し合うように皆さんを招待します。 

ジョン・C・ウェスター大司教 
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第二部 

継続する破壊的な核脅威 

―― なぜ核兵器を廃絶すべきか ―― 

 

サンタフェのローマ・カトリック大司教区には、環境の守護聖人であり平和と貧しい

人々の擁護者である聖フランシスコの「聖なる信仰」という名が付けられています。アッ

シジの聖フランシスコから教皇名を取ってきたフランシスコ教皇は、核兵器の廃絶を繰り

返し求めてきました。しかし皮肉にも、アメリカ政府はすべての司教区、もしかしたら全

世界のどこよりも、サンタフェ大司教区内で

多くの核兵器を設置するためにお金を使って

います。21 

フランシスコ教皇は「核兵器を保有するこ

とは不道徳である」22とはっきり表明してき

ました。以前には教皇庁は、核保有は他国が

核兵器を使用することを防ぐための「抑止

力」として正当化されるという立場を取って

いました。しかし2015年、教皇庁は次のよう

に宣言しました。 

   

核兵器の保有は、たとえそれが抑止力のためのものであっても道徳的に問題があ

るということを認めなければなりません。このような兵器の使用可能性も人間の

尊厳に対する要求と根本的に一致しないという合意が増え続けていますが、かつ

て教会はこれに「漸進的な廃棄に向けた段階」という条件を付け、抑止力という

大義名分で核兵器保有を暫定的に受け入れる立場を表明してきました。しかし、

そのような条件は実現するどころか、廃棄とはかけ離れています。完全な廃棄に

向けたこれ以上の進捗もなく、より安全ではるかに真正性のある平和に向けた具

体的な措置がない状況で、核兵器設置はその正当性をほとんど喪失しました。も

はや核兵器使用の不道徳性だけでなく、核兵器を保有することも不道徳であると

いう事実を確認し、核廃絶への道を模索すべき時期です。23 

 

実は、アメリカとソ連（現在のロシア）が単に抑止力という唯一の目的のために、莫大

な核兵器を保有しているわけではありません。彼らの核兵器政策は常に抑止力と核戦争の

戦闘力の混合体であり、この二つとも今日の全地球の絶滅を脅かします。例えば、2010年

にオバマ政権がハイレベルの核態勢の再検討（Nuclear Posture Review）を終えた後、国

防省は「アメリカが潜在的な敵に対抗できる相当な対応力を維持できるよう新たな指針を

求める。新しい指針は、『カウンターバリュー』iiiや『最小限の抑止戦略』に依存しない」
24と宣言しました。 

 
iii 軍事教義で使われる用語で、都市や民間人のように軍事的脅威にならない相手の資産を標的とすること

をいう。カウンターフォース（Counter-force）は、相手の軍隊と施設を標的とするものである。 
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このような持続的な核戦争能力の実行は、2018年にトランプ政権の核態勢の再検討によ

って増強されました。使用可能な低威力の潜水艦核弾頭、1990年代初めに撤収したものに

代わる新しい海上発射の巡航ミサイル、そして以前に廃棄する計画であったアメリカ最大

規模の1.2メガトン25核爆弾の持続的な保有などが追加されたのです。26 バイデン政権は現

在、2022年初めに発表予定の新しい核態勢の再検討を準備していますが、核を保有する強

大国の新たな核戦争能力の追求に逆行するとは期待できません。 

さらに、アメリカとロシアは単に抑止力のためなら数百個程度で十分な核兵器を、数千

個保有し続けています。競争力のある戦争能力を備えようとするこの限りない追求は、核

保有国の巨大な核兵器「現代化」プログラムを推進しますが、アメリカは今後30年にわた

って少なくとも１兆７千億ドルを投資する計画だそうです。27 

これらすべては、フランシスコ教皇が要請した核兵器廃絶に反するものです。霊的世話

を私たちに委ねられた地で、核兵器が目立って顕著なことを考慮すると、救い主イエス・

キリストと聖フランシスコの聖なる信仰が私たちに願われたように、サンタフェ大教区は

核兵器のない未来の世界を擁護し指導する特別な責任を持っています。 

イエスと聖フランシスコに、核兵器のない未来の世界への長い道のりに立った私たちを

祝福してくださるように願います。 

 

新しい核兵器競争 
 

なぜアメリカが初めて原子爆弾を投下したのかについて、歴史学者の間で幅広い議論が

行われています。ガー・アルペロヴィッツのような多くの学者は、アメリカ政府も日本の

裕仁天皇が1945年8月15日に降伏しようとしたことを知っていたと主張しています。実

際、トルーマン政権の多くの主要人物は原爆投下に反対し、戦争を終わらせるためにこの

恐ろしい爆弾を落とす必要はないということを知っていました。一部の歴史学者は、アメ

リカが戦争を終結させるためではなく、アメリカがソ連に比べて軍事的に優越しているこ

とを証明するために広島と長崎に大量破壊兵器を投下し、そのように核兵器競争を始めた

と主張しています。実際、一部の歴史学者は1950年代初めに戦争を遂行した部署が「原子

爆弾が数多くの生命を助け、原子爆弾が同年11月の侵攻で死亡したかもしれないアメリカ

人百万人の死を阻止した」という神話を創案した事実を暗示します。その神話は今日も広

まっているので、もっと議論される必要があります。28 

現在、人類家族全体、実際に地球全体が危険にさらされています。私たちが最初の核兵

器競争から十分に学ぶことができなかったからです。今、私たちは次のような二度目の核

兵器競争に突入しています。 

 

・ アメリカ・ロシア間の中距離核戦力全廃条約と領空開放（オープンスカイズ）条約

の失効。 

・ アメリカは依然として3,750個の核兵器を保有しています。これは地球を何度でも破

壊するのに十分な数ですが、核兵器の廃棄は一年に約75個の弾頭程度に鈍化してい

ます。アメリカは現在、既存の核兵器を再構築して新たな軍事力を備えており、新

たに設計された弾頭の生産も計画されています。 
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ミサイル原子核の弾頭模型    

 

新しい核兵器生産工場が少なくとも2075年まで稼動すると予想され、新しい核弾頭

を運搬するために新型重爆撃機、潜水艦、弾道ミサイルと巡航ミサイルが作られて

います。このすべての核心は、ロスアラモス国立研究所で毎年80個までプルトニウ

ム「ピット（pit)」爆弾コアの生産を拡大することです。2022年度の研究室予算の

40億ドルの72%が核心核兵器研究と生産プログラムのためのものです。29 

 
・ また、ロシアも「現代化」プログラムに参加してきました。プーチン大統領は、新

たに進化した核兵器を発表し、アメリカがロシアの新型核兵器を決して防御できな

いと主張しました。ロシアがウクライナを侵攻する可能性に対する国際的緊張が高

まっていますが、あるアメリカ上院議員は核戦争も起こり得ると公に述べました。 

・ 中国は大陸間弾道ミサイルのための数百個の新しいミサイルサイロ（silo)ivを建設

しており、新しい極超音速兵器とみられる実験をしています。アメリカを核戦争に

 
iv サイロは、ミサイルの地下格納庫兼発射台のことをいう。 

ロスアラモス国立研究所の核心使命  
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追い込む可能性もある台湾に対する国際的緊張が高まっています。中国の核能力の

増大は、新たな核態勢の再検討を控えたバイデン政権に、より強硬な立場を採択さ

せる現実的要因になっています。また、これはインド、中国、パキスタンの三国間

の核兵器競争を触発する可能性もあります。 

・ アメリカとイギリスがオーストラリアと原子力潜水艦の技術を共有するという計画

を発表しましたが、イギリスとパキスタンは自らの武器を量的拡大しています。 

・ アメリカがイランとの核交渉を終了した後、イランは爆弾製造能力の増大のために

ウランを濃縮したと言われます。アメリカとイスラエルはイランの核兵器確保を容

認しないと公言してきました。イスラエルは自国の核兵器の備蓄量を認めたことは

ありませんが、イランに対する先制的な軍事行動を脅かしてきました。 

・ 北朝鮮は約45個の核兵器を保有していると推定され、精力的（挑発的）なミサイル

実験計画を続けています。しかも、アメリカの核の傘の下で核兵器戦争が起こる可

能性がある北朝鮮と韓国の間で、通常兵器の競争が加速しています。 

 

核兵器競争は本質的に自己永続化の傾向、すなわち行為とその行為に対する反作用を不

安定に加速させる悪循環を絶え間なく表します。その例として、ロシアと中国の新型核兵

器は、ある面ではブッシュ大統領が2001年に弾道弾迎撃ミサイル制限条約（Anti-

Ballistic Missile Treaty）を一方的に終結させたことに対する長期にわたる反応です。

在任期間中、レーガン大統領はソ連国民に対し、「この時代、我々の文明を保存するため

の健全な政策はただ一つだけです。核戦争では誰も勝利できず、決して戦ってはいけませ

ん。核兵器を保有している二国

の唯一の価値は、核兵器を絶対

使わないことです。それなら、

それらを完全になくした方が良

いではないですか」30とストレ

ートに言いました。 

  全地球の安全を保障する唯一の解決策は、レーガン大統領とフランシスコ教皇が私たち

に要請してきた通り、多国間の検証可能な核兵器の除去です。 

 

核兵器の危険 
 

核戦争の明白な危険は、ほとんど非戦闘員だった約20万人の死者を出した広島と長崎の

原子爆弾投下で知られています。しかし、今日の潜在的な核リスクを推算すると、核兵器

がもたらす恐ろしい被害は想像できません。現在、全世界には13,000個以上の核兵器があ

り、その一部は日本に投下された二個の爆弾より100倍も強力なものです。約2,000個にの

ぼるアメリカ、ロシア、イギリス、フランスの核弾頭は、高い警戒体制を維持し、いつで

も使える準備を整えています。31 

 

核戦争に勝者はなく、核戦争は、絶対に行ってはなら

ない。使用しないがために核兵器を保有するより、す

べてをなくすべきではないか。 

ロナルド・レーガン大統領、1984年の一般教書演説 
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あまり知られていない核兵器保有の否定的な

影響は、以下の通りです。 

 

⚫ 核兵器に使われるウランの採掘の影響で、

アメリカで約1,000人以上の肺癌死亡者が

続出したと推定されますが、特にアメリカ

先住民（ニューメキシコのディネ［Diné］

とラグーナ・プエブロ［Laguna Pueblo］を

含む）に不均衡な影響を及ぼしました。32 

⚫ 核兵器と関連した仕事をする多くの労働者

が放射能と化学物質にさらされ、深刻な疾

患に悩まされたり死亡したりしました。全

国的に13万人を超える労働者とその家族が

訴訟を起こしました。サンタフェ大司教区

の中でもロスアラモス国立研究所を対象に

17,595件、サンディア国立研究所を対象に6,239件の訴訟が提起されました。33 

⚫ ロスアラモス国立研究所で核兵器の研究と生産が行われた75年間、約90万平方ヤード

の放射性有害廃棄物が内部処理されていない穴と塹壕に埋葬されました。34 総合的な

浄化計画もありません。その地域の地下水は、ものすごい汚染物質で汚染されている

と思われます。35 

⚫ 核兵器実験で発生する放射性降下物は、1945年から2000年の間に全世界で43万人にの

ぼる癌死亡者を発生させたものと推定されます。寿命の長い放射性炭素C14（carbon-

14 fallout）で、結局120万から240万人に達する人々が死亡することになります。36ニ

ューメキシコのトリニティv実験風下住民被害者（Trinity Test downwinders）たちは

何の補償も受けられませんでした。 

⚫ アメリカは核兵器に10兆ドル以上を投資してきており、37今後30年にわたって核兵器

の備蓄と輸送システムの「現代化」に約１兆７千億ドルを再投資すると推算されま

す。これは病人や、貧しくて脆弱な人々の生活改善に使われるべき費用です。核戦争

にどれだけ莫大な費用がかかるのか計り知れないほどです。 

⚫ 何よりも、過去数十年にわたって検討されてきたテーマである核戦争以後の長い「核

の冬」viの破局的な影響が挙げられます。例えば、1998年5月、国連の報告書は「大規

模な核戦争は直接的に数億人を殺すことになるが、間接的な影響では数十億人の人を

殺すことになる」と結論付けました。38 

 

 
v 人類初の核実験に使われた核兵器に付けられたコードネームである。1945年7月16日、アメリカのニュ

ーメキシコ州アラモゴルド砲撃場（Alamogordo Bombing and Gunnery Range)で実験が行われた。使わ

れた爆弾はプルトニウム爆弾で長崎に投下されたファットマンと同じ種類である。トリニティ実験の大

きさはTNT22キロトン以上の規模だったという。 
vi 核の冬（Nuclear winter）は、核戦争によって地球環境に大きな変化が生じ、人為的に氷河期が発生す

る現象をいう。核兵器の使用による爆発と、それに伴う広範囲な火災で空中に発生した灰と煙によって

太陽光が隠された結果である。カール・セーガンなどの学者たちが提唱した。 

図4：内部処理されていない穴に埋葬す
るために放置された放射性有毒廃棄物
（ロスアラモス国立研究所） 

https://okimath.com/c14
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核災害を招きかねない事故と誤算 
 

  1957年、今まで作られた

ものの中で最も強力な爆弾

の一つである42,000ポンド

の水素爆弾がサンタフェ大

司教区内のアルバカーキ・

カートランド空軍基地南側

4.5マイル地点に誤って落

とされました。39爆発物が

完全に内蔵されていたら、

この爆弾はニューメキシコ

中心部を吹き飛ばしていた

はずです。 

  さらに深刻な事故は、

1961年1月23日にノースカ

ロライナ州のゴールズボロ（Goldsboro）上空で発生しました。空中分解したB52爆撃機か

ら、４メガトン規模の爆弾が二つ落ちたのです。サンディア研究所のある核兵器専門家が

「二番目の爆弾で偶発的な爆発を防ぐために設計された四つの安全システムのうち三つが

作動せず、四番目の安全装置である簡単な低電圧スイッチが、その日ノースカロライナに

アルマゲドンが起きるのを防いだ」40という事実を突き止めたそうです。 

  1962年のキューバミサイル危機の時、アメリカ駆逐艦の攻撃を受けた際に、ロシア潜水

艦に乗った将校三人の中の一人は核魚雷の発射許可を拒否しました。この行為で幸いに、

ほぼ確実視されていた全面的な核戦争の開始を防ぐことができました。41 

1979年にはソ連の全面核攻撃に備えて模擬実験をしていた北アメリカ航空宇宙防衛司令

部（NORAD）の訓練テープが早期警報網に誤って挿入されました。その後２年間、アメリ

カの警報システムは３回も誤った警報を出しました。42 

1983年9月26日、ソ連の早期警報システムを管轄していた大佐は、アメリカの弾道ミサ

イルが飛んでくるという二件の報告が嘘だという事実を本能的に判断しました。高位当局

に対応攻撃を開始するよう通報する前に、彼は地上レーダー上での確認を待つのが最善だ

と主張し、定められたプロトコルに従いませんでした。彼の不服従が世の中を救うことが

できたものと思われます。43 

1995年にロシア戦略軍は、科学装備を積んだ米・ノルウェーのロケットを核兵器で武装

したミサイルと誤認しました。報道によると、ロシア大統領ボリス・エリツィンはミサイ

ルの軌道が脅威的でないことが計算される前に初めて「核のフットボール（nuclear 

football）」viiを作動させました。 

 

 
vii 大統領非常事態カバン（president's emergency satchel）と呼ばれる書類カバンで、大統領が非常作

戦センターのような固定指揮所を離れているとき、核攻撃を承認する装備をいう。戦略防御システム

のモバイルハブとして機能し、補佐官が持ち歩いている。 

図5：1945年7月16日のトリニティ核実験、原子時代の黎明 
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今まで地球で核災害を避けられたのは幸いです。前述のいくつかの事件以降、核兵器に

対する命令や統制、安全メカニズムは改善されてきました。しかし、すべての核兵器をな

くさない限り、核戦争が起きないだろうという慰めは得られないでしょう。それまで核戦

争の現実的な脅威は残っており、さらに大きくなっています。 

二番目の核兵器競争は、以下のような理由で、一番目よりもはるかに危険だと言えま

す。 

 

⚫ 核兵器競争はもはやアメリカとロシアの二国間の競争ではありません。より多くの

国々が核兵器に投資しているからです。 

⚫ テロリストや下位国家主体viiiによって局地的な核戦争が起きたり、核兵器が使用さ

れたりする可能性が高まりました。 

⚫ 新しいサイバー戦争技術は、核防御力に深刻な損傷を与え、核兵器の指揮と統制権

を掌握することができます。 

⚫ 極超音速伝達プラットフォームと人工知能の技術的発展は、新たな不確実性をもた

らすでしょう。 

⚫ 気候変動は、全世界的に核戦争を含む紛争の可能性を増加させる大変な混乱と人間

の移住を引き起こすでしょう。 

 

 
 

 

 

  

 
viii 下位国家の行為者（sub-state actors）には、多国籍企業、非政府組織、知識専門家団体、国際機

関、反乱を起こす集団、テロ団体などが含まれる。 
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第三部 

暗闇に住む民は大きな光を見た 

―― 唯一かつ現実的な代案は核軍縮 ―― 
 

核拡散防止条約順守の失敗 
 

一般に、世界核拡散禁止体制の礎と呼ばれる核拡散防止条約（NPT）は1970年に発効さ

れ、189か国が署名しました（他のどの条約よりも多くの国が署名）。「各締約国は、核軍

備競争の早期の停止及び核軍備の縮小に関する効果的な措置につき、並びに厳重かつ効果

的な国際管理の下における全面的かつ完全な軍備縮小に関する条約について、誠実に交渉

を行うことを約束する」44という

内容の代償として、非核保有国が

核兵器取得を放棄するという一大

取引でした。 

半世紀が過ぎた今、核兵器を持つどの国も、その厳粛な約束を尊重しないだけでなく、

自国の核兵器を無期限保存するために設計された大規模な「現代化」プログラムを実行す

ることで、ますます反対方向に進んでいます。 

2014年に教皇庁は次のように宣言しました。 

  

世界の指導者たちは核拡散防止条約とその他の国際文書に含まれている武装解除

に対する約束が、法的かつ政治的な詳細事項以上であるという事実を想起しなけ

ればなりません。それは世界の未来がかかっている道徳的約束です。……核保有

国が核廃棄に向かってほとんど、または全く進むことができなければ、核拡散防

止条約は現状維持政策の不当な持続と見なさざるを得ません。核保有国が核廃棄

に進む限り、残りの国も不拡散体制を公正なものと見なすことになるでしょう。45 

 

2015年の核拡散防止条約運用検討会議（Review Conference of the Non-Proliferation 

Treaty）は、核廃棄について何の進展も得られず失敗に終わりました。しかも、それ以降

さまざまな逆行する動きがありました。今後、NPT運用検討会議は、核兵器強国と非核国

家の間に絶望的な膠着状態を示し、何の進展も果たせないものと予想されます。 

 

核兵器禁止条約 （Treaty on the Prohibition of Nuclear Weapons） 
 

カトリック教会は最初から核兵器禁止条約の主導的な支持者でした。2017年3月に禁止

条約の交渉が始まった時、フランシスコ教皇は条約の締結過程が「核兵器のない世界への

道で決定的な一歩」となり、それは「私たちが到達できないこと」46ではないという希望

を公式に表明しました。バチカンは、2017年9月にこの条約に署名した最初の国であり、

条約は2021年1月22日に遂に発効しました。この条約は核兵器の完全な除去を究極の目標

とした、核兵器を禁止する最初の法的拘束力のある国際協定です。この禁止条約は、特に

化学および生物兵器協約のような他の種類の大量殺傷兵器に対する禁止条約に比べてはる

核保有国が核廃棄に進む限り、残りの国も不拡散

体制を公正なものと見なすことになるでしょう。 

2014年、教皇庁 
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かに優先順位を持っています。

また、この条約は「核兵器に関

する活動が先住民にもたらす均

衡を失した影響」を認め、「締約

国は……当該汚染された地域の

環境を修復するため必要かつ適切な措置をとる」47ことを認めた点において、サンタフェ

大司教区と特別な関連があると強調されなければなりません。 

このすべてのことと私たちの地域に深く関連した核兵器の歴史を勘案すると、サンタフ

ェ大司教区は核兵器禁止条約を支持するだけでなく、全米にわたって条約の積極的な履行

を奨励する特別な責任を持っています。 

 

核兵器を永遠に維持するニューメキシコ州の独特の役割 
 

ニューメキシコには、アメリカの三大核兵器実験室のうちの２か所であるロスアラモス

とサンディア国立研究所があります。第二次世界大戦の間、ロスアラモス実験室の敷地の

大部分はアメリカ先住民の先祖とヒスパニック定着民に適切な補償もされないまま差し押

さえられましたが、これにより植民地主義、人種差別主義、そして構造的暴力という遺産

が受け継がれてしまいました。 

ロスアラモス国立研究所は、広島と長崎を破壊した原子爆弾を設計・製造した核兵器発

祥の地でした。世界初の原子爆発が行われたトリニティ実験は、ニューメキシコ中南部地

域で実施されました。魅惑の地（Land of Enchantment)という別名を持つニューメキシコ

州は、アメリカで最も大きな核兵器保有施設を持っていますが、アルバカーキ国際空港の

南側２マイル地点に位置するカートランド空軍基地の地下貯蔵庫に約2,500個に達する核

弾頭があると言われます。これが独立した国であれば、ニューメキシコは世界第３位の核

保有国でしょう。48 

連邦予算文書によると、ニューメキシコ州のエネルギー施設管理局は2022会計年度に80

億ドルを受け取ることになっていますが、これは州全体の運営予算である73億４千万ドル

より多い金額です。その予算の75%（60億ドル）がエネルギー局の半独立的核兵器機関で

ある国家核安全保障局（National Nuclear Security Administration）で行われる核心核

兵器研究と生産プログラムに使われます。国家核安全保障局が全米で使用する核兵器予算

155億ドルの39%がニューメキシコ州で使われることで、ニューメキシコ州のすぐそばにあ

る州の全体予算より二倍以上多いのです。49 

  プルトニウム「ピット（pit）」ix爆弾コアの生産はアメリカで産業規模の核兵器生産の

焦点でしたが、1989年にアメリカ連邦捜査局（FBI)がデンバー近隣のロッキーフラッツ工

場（Rocky Flats Plant)で起きた環境犯罪を調査し、突然生産が中断されました。1996年

にエネルギー局はピット生産の任務をロスアラモス国立研究所に再び移転させ、年間20個

に制限しました。現在、国家核安全保障局はロスアラモス実験室で年間30個のピットの生

産から年間最大80個まで生産できるよう精力的に拡張しています。ロスアラモス国立研究

 
ix 核分裂物質と中性子反射体が結合されている爆発兵器の核をいう。1950年代に実験された一部の兵器は

U-235で作ったピットを使用したりプルトニウムで合成したピットを使用したりしたが、プルトニウム

ピットが直径が最も小さく、1960年代初めから標準になった。 

サンタフェ大司教区は、核兵器禁止に関する条約を

支持するだけでなく、条約の積極的な履行を奨励す

る特別な責任を持っています。 

ジョン・C・ウェスター大司教 
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所は、2022会計年度に投機的な新型核兵器に使用されるピットの増産にのみ50、10億ドル

をもらうことになるでしょう。世界的な実験猶予でこれらの武器が全面的に試験されるこ

とはできませんが、さらに悪いことはアメリカが再び試験を進行するよう刺激することが

でき、そうすれば他の国が明確にその措置に従うことになるでしょう。 

また、ロスアラモス国立研究所は約90万平方ヤードの放射性有害ごみ51をリオグランデ

川xから３マイル離れた内部処理をしていない穴と坑道に埋め込んで覆い隠す計画を立てま

した。この廃棄物はその地域の人々が共有する地下水に流れ込み、永久的な脅威になるで

しょう。 

ニューメキシコ州にはアメリカ唯一の放射性廃棄物の深層地質処理場である核廃棄物隔

離試験施設（Waste Isolation Pilot Plant：WIPP）があります。今後、国家核安全保障

局はWIPPの容量の半分は新型核兵器に使われるプルトニウム「ピット」爆弾コア生産から

出る放射性廃棄物のために残しておくと宣言しました。52 

ニューメキシコ州では原子力発電所を所有したことがないにもかかわらず、原子力業界

はニューメキシコ州にいわゆる「統合型中間貯蔵施設（Consolidated Interim Storage)」

を設置し、10万トン以上の致命的な高レベルの放射性廃棄物を捨てる案を模索していま

す。5365年間、商業用放射性廃棄物を発生させながらも永久的な高レベルの廃棄物処理策

を講じていない状況で、この貯蔵所が「臨時」になることは難しいでしょう。 

 

私たちの中で最も貧しい人々に活用する基金を奪う核兵器 
 

核兵器産業が直接的にも間接的にも雇用を創出してきたという理由で、ニューメキシコ

議会代表団は核兵器産業を歴史的に大きく支援してきました。しかし、魅惑の地、ニュー

メキシコは50州全体の主要な社会経済的指標で常に最下位圏に位置しています。核兵器産

業が一部特権層ではなく、ニューメキシコの人々にとって本当に利益になるのでしょう

か。証拠はその反対を示しています。核兵器産業が79年間ニューメキシコで稼動してきま

したが、人口調査局の資料によると、1959年に37位だった一人当たりの所得が2019年には

49位に落ちたそうです。54さらに、最近のある経済研究は、研究所の存在がロスアラモス

郡周辺の７つの郡政府の経済的純利益を流出させるという結論を下しました。55これとは

対照的に、アメリカ国勢調査局の資料によると、ロスアラモス郡は平均世帯収入がアメリ

カで４番目に富裕な郡と評価されました。 

  アメリカ国勢調査局の資料に

よると、ニューメキシコ州には

48%のヒスパニック系と12%のア

メリカ先住民が居住していま

す。ロスアラモス郡には非ヒス

パニック系白人が79%生活して

おり、アメリカの他の郡より人

口比上の百万長者が多いです。

 
x リオグランデ（Rio Grande）は、アメリカとメキシコを通過する3,051kmの長さに達する川である。コ

ロラド州の南側から発源し、ニューメキシコ州を経てテキサス州に流れ込んだ後、メキシコ湾に流れ

る。この川を境にアングロアメリカとラテンアメリカを区分する。 

一丁の銃が作られるたびに、一隻の軍艦が進水するた

びに、一発のロケットが発射されるたびに、結局は、飢

えているのに食べる物がない人々、寒さに凍えている

のに着る物がない人々からの窃盗が起きていることに

なります。 

ドワイト・D・アイゼンハワー大統領 
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一方、ニューメキシコは貧困に苦しむ児童と高齢者の割合が最も高いです。しかも、魅惑

の地は最近、全般的な児童福祉面で全州の中で49位にランク付けされてしまいました。こ

のすべてがアメリカに経済的不平等と制度的人種差別が蔓延しているという証拠です。 

2014年、教皇庁は次のように述べました。 

 

20年以上前に冷戦が終息し、核膠着状態（nuclear stand-off）も終わりました

が、全世界の貧困層の状況改善に役立つ平和配当金の提供に失敗しました。事

実、莫大な金額のお金が、表面的には核兵器の数を減らしているまさにその国の

核武装「現代化」に依然として使われています。56 

 

冷戦後、アメリカでは核兵器「現代化」費用が飛躍的に増加しましたが、この費用には

全体備蓄量の維持に必要な費用だけでなく、新しい弾頭を運搬するための新型ミサイル、

潜水艦、爆撃機を作るのにかかる莫大な金額が含まれます。さらに、国家全体として金持

ちと貧者の間の経済的不平等が増大しています。アイゼンハワー大統領の次の演説は有名

です。 

 

一丁の銃が作られるたびに、一隻の軍艦が進水するたびに、一発のロケットが発

射されるたびに、結局は、飢えているのに食べる物がない人々、寒さに凍えてい

るのに着る物がない人々からの窃盗が起きていることになります。武装する世界

は、単にカネを消費しているだけではなく、労働者の汗を浪費し、すべての科学

者の知性を浪費し、子どもたちの希望を浪費しているのです。これは、いかなる

真の意味においても、正しい生き方とは言えません。戦争の暗雲が立ち込める

中、人類は鉄の十字架に磔になったも同然です。57 

 

2014年に教皇庁ははっきり言いました。 

 

数十年間、核大国中心の政治体制が世界の貧困層に及ぼした影響は明白になりま

した。50年前、第２バチカン公議会は「（核）軍拡競争は、人類にとってもっとも

重い傷であり、貧しい人々を耐えがたいほどに痛めつけるものである」と宣言し

ました。今日、核兵器の生産、維持、配置は貧困を改善し、貧困層の社会経済的

な発展のために利用されたかもしれない資源を奪い続けています。核施設の拡張

は、国内的にも国際的にも貧困のパターンを永続させています。58 

 

2019年、フランシスコ教皇は次のように宣言しました。 

 

この地、核兵器が人道的にも環境にも悲劇的な結果をもたらすことの証人である

この町では、軍備拡張競争に反対する声を上げる努力がつねに必要です。軍備拡

張競争は、貴重な資源の無駄遣いです。本来それは、人々の全人的発展と自然環

境の保全に使われるべきものです。今日の世界では、何百万という子どもや家族

が、人間以下の生活を強いられているにもかかわらず、武器の製造、改良、維

持、商いに財が費やされ、築かれ、日ごと武器は、いっそう破壊的になっていま

す。これらは天に対する絶え間のないテロ行為です。59 
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  さまざまな統計と現実に照らしてみると、私はまさに今が全世界的に核兵器の全面廃棄

に身を投じるべき時であると強調したフランシスコ教皇と他の多くの方々の主張に同意し

ます。私たちは大量破壊兵器を構築し維持することに使った莫大な財政投資を終わらせな

ければなりません。その投資は少数の個人と企業のみを豊かにするだけです。代わりに、

その莫大な資金を教育、医療、環境浄化、気候の脅威を解決し、インフラを再建し、今後

発生するかもしれない感染症に対抗して、すべての地域にいるすべての人にワクチンを提

供することに投資しなければなりません。 

その基金は貧困と飢餓、そして未来の戦争を防ぐための真の国際紛争の解決プログラム

に支援することで、戦争そのものの原因を取り除くことができます。さらに、全地球的な

破壊に直面している災害的な気候変動の状況で、核戦争を準備するのにこれ以上資源を浪

費することはできません。私たちは完全に変わらなければなりません。核廃棄という困難

な作業に着手し、私たちの地球を世話し、すべての人に平和を提供できる新しい正義の文

化の創造と建設に向けて進まなければならない時なのです。 
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核兵器のない世界 

 
核兵器のない世界はすべての国が共有し、 

世界の指導者が主張する目標であるだけでなく、 

数百万の男女の熱望です。 

人類家族の未来と生存は、 

この理想がどのように現実化するかにかかっています。 

（教皇フランシスコ、2014年12月8日、核兵器の人道的影響に関するウィーン会議） 



32 

第四部 

進むべき道 

―― 省察、対話、そして行動 ―― 
 

私は緊急な核廃棄の必要性についての対話に参加するよう、ニューメキシコ州と全米の

皆さんを招待します。私たちが共に祈り、共に学び、対話を交わすことによって、核を削

減し、ひいては廃絶できる具体的な措置を取ることを願います。 

数十年間、ニューメキシコ州のカトリック信者の多くは、平和のために祈り、創造的な

対話を交わし、国立研究所に核兵器開発の中止を求めてきました。サンタフェ大司教区は

1982年から2000年代初めまで、サントゥアリオ・デ・チマヨ(Santuario de Chimayo)から

ロスアラモスに至るまで平和のための年次エキュメニカルおよび宗教間祈祷巡礼(annual 

ecumenical and interfaith Prayer Pilgrimage for Peace)を後援してきました。60 

1980年代にサンタフェ大司教区は教区信者、聖職者、ロスアラモスとサンディア国立研

究所職員、軍関係者たちと共に対話する席も用意しましたが、その集まりで私たちは聖

書、カトリック社会教説、第２バチカン公議会文書について省察しました。 

過去15年間、毎年8月6日には、カトリック信者とニューメキシコの住民たちは広島原爆

が製造された場所であるロスアラモスのアシュリー・ポンド公園（Ashley Pond Park）で

徹夜デモを行い、核廃棄を要請してきました。彼らはヨナがどのようにニネベの人々に暴

力について悔悟するよう要請したのか、袋をかぶって灰の上に座って悔悟したニネベの

人々について記録したヨナ書の内容を引用します。ニューメキシコの住民たちは毎年広島

記念日にロスアラモスまで歩いて行き、ニネベの人々がしたように袋と灰をかぶって歩道

に座り、30分間沈黙のうちに祈祷し、「戦争と核兵器がもたらした罪を悔悟し、平和の神

に核廃棄という贈り物を与えてくれるよう懇願」します。彼らは研究所が核兵器の生産を

中断し、核廃棄物を浄化し、環境を治癒し、住民の健康を増進させる非暴力的な仕事だけ

に従事することを期待します。住民たちは、この目標がニューメキシコと世界を暴力の地

から非暴力の新しい地へと変えると言います。 

核廃棄が皆に有益で、非暴力的なイエスに従うすべての信者に必要な条件だということ

に同意するなら、ニューメキシコを皮切りに核廃棄過程を始めるために、これから私たち

はどのような具体的な措置を取ることができるでしょうか。結論的に、この対話に必要な

いくつかのテーマに集中することを要請します。 

まず、ロスアラモス国立研究所を大々的に浄化しなければならないということに同意で

きます。この作業は環境と地下水を永久に保護すると同時に、数十年間収入の良い数百の

働き口を提供することで、ニューメキシコの人々に本当に役立つことになるでしょう。 

次に、ロスアラモス国立研究所とサンディア国立研究所の専門知識を持つ人々が核兵器

の開発作業を中断し、代わりに核兵器を解体する長期間の技術的な過程を始めることがで

きるということに同意できます。多国間また検証可能な核廃棄が行われる世界のための計

画、そして全世界の核兵器が消え、二度と作らないように確認する作業です。ロスアラモ

スとサンディア国立研究所の核不拡散プログラムは、核兵器のない未来世界を可能にする

核兵器と核物質の遠隔感知、会計とモニタリングのための先端技術に焦点を合わせ、それ

に優先順位を置く必要があります。今後の武器統制条約を支援するために、向上した検証
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技術が必要です。既存の核兵器の解体と処理のために、上記の研究所の設計専門性も必要

でしょう。このようなすべての技術的手段が核兵器のない検証可能な未来世界を保証する

とともに、今後高賃金の働き口を提供するためにも必要です。 

また、災害的な気候変動が今や本当に国家安全保障上の脅威の要因になったということ

に同意できます。さらに加速する環境破壊と人命損失を防止するために、核兵器の生産と

維持管理に使われる数十億ドルを移転させることが、国家的かつ地球的な作業の主な焦点

にならなければなりません。教皇フランシスコは2015年の回勅『ラウダート・シ ―とも

に暮らす家を大切に(Laudato Si': On Care for Our Common Home)』で、「気候変動は、環

境、社会、経済、政治、そして財の分配に大きく波及する地球規模の問題です。それは、

現代の人類の眼前に立ちはだかる重大な課題の一つです」61と強調しました。 

特に、私たちはニューメキシコで核兵器に使われる資源を太陽光、風力と地熱資源を得

るのに利用することができます。このような資源は化石燃料の抽出を中断することによっ

て必要になるでしょう。現在、ニューメキシコのエネルギー局が再生エネルギー研究のた

めに活用する資金は、ニューメキシコ州の核兵器予算の0.4%に過ぎません。62 

2019年3月、ニューメキシコ州議会は2025年までに再生エネルギーの使用を倍増させ、

2030年頃には再生エネルギーを50%まで活用し、2045年頃には100%の脱炭素電力を生産す

ることを求めるエネルギー転換法を制定しました。これでニューメキシコ州はクリーンエ

ネルギー経済分野で最大8,830もの新しい働き口を創出し、2030年には46億ドル以上の新

規投資を刺激するものと予想されます。63ロスアラモス国立研究所の大々的な浄化事業と

同様に、再生エネルギー事業の拡大も収入の高い働き口を提供するとともに、悪化する気

候変動を緩和するのに役立つという側面で、ニューメキシコ北部地域の共生（win-win）

事業になるでしょう。 

さらに、ニューメキシコから始まり、世界的に核戦争の準備に使われる莫大な資金を、

貧困と飢餓を終息させるのに使う時になったことに同意できます。この莫大な資金を国際

紛争の解決プログラムに投資するなら、どんな素敵なことが起こるか想像してみてくださ

い。私たちの資源を、世界的に平和を築き上げていくのに役立つ活動に投資すれば、戦争

自体の根本原因を把握し、未来の戦争を予防できるかもしれません。特に、私たちは核兵

器禁止条約を支持するために最善を尽くさなければなりません。 

ニューメキシコ州の住民に対して、道徳的な問題を持つ核兵器の働き口を必要としない

雇用と経済的機会を提供するために努力しなければなりません。それは正しいことだけで

なく、完全に実現可能なことでもあります。私たちに必要なのはそうしようとする政治的

意志だけです。特に、サンタフェ大司教区はニューメキシコ州議会代表団と州知事にその

ような目的のために絶えず努力するように促します。 

祈りに根を下ろし、非暴力に基盤を置き、核廃絶が成就するという希望と信頼に焦点を

置いた私たちのすべての対話は尊重されなければなりません。私たちはこの仕事をやり遂

げられます。私たちと共にいてくださる平和の神がおられるので、私たちはこの仕事を早

いうちにやり遂げることができます。 
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おわりに 

―― キリストの平和の光の中で生きる ―― 
 

親愛なる兄弟姉妹の皆さん、 

この書簡で、私は広島と長崎での経験が私に与えた影響、核廃棄に乗り出そうというフ

ランシスコ教皇の要請、そして平和な社会づくり、非暴力、普遍的な愛に対するイエスの

福音的な教えについて申し上げました。私は核脅威の実体、核危機を解決しなければなら

ない理由、そして核廃棄のために取ることのできる解決策と措置を概略的に説明しまし

た。これから私は皆さんに、核廃棄に関する対話に参加してくださることをお願いしま

す。私たちはフランシスコ教皇がニューメキシコで核兵器の生産と維持を中断し、核兵器

のない新しい未来を創造するための新しい措置を取るように要請したことに耳を傾けるべ

きです。 

2021年の降誕祭のメッセージと祝福「ウルビ・エト・オルビ（Urbi et Orbi）」xiで、教皇フラ

ンシスコは私的にも(conversation)、紛争を解決するためにも(dialogue)、対話の重要性

を次のように強調しました。 

 

みことばは、わたしたちと対話するために人となられました。神は独り言ではな

く、対話を望まれます。父と子と聖霊である神ご自身が対話であり、愛といのち

の永遠で尽きることのない交わりだからです。神は、人となられたみことばであ

るかたを通してこの世に来られ、出会いと対話の道をわたしたちにお示しになり

ました。それどころか、わたしたちが信頼と希望をもってその道を知り、たどれ

るようにするために、ご自身が道となられました。 

国際的なレベルでも、対話を避けてしまう恐れがあります。複雑な危機に対し、

対話という長い周り道よりも、近道をたどるリスクがあるのです。しかし、紛争

を解決し、すべての人に持続的に恩恵をもたらせるのは、対話の道だけです。64 

 

私はフランシスコ教皇が強調したこの対話が、今日の私たちに間違いなく必要だと確信

します。私たちの間の分裂と議論を払拭させる解決策は暴力と戦争ではなく、平和に導く

有益な対話に参加しようとする人々の率直で誠実な努力です。核廃棄に関する対話は、こ

のような対話で欠かせない部分です。 

イエスは72人の弟子たちを派遣なさる際、彼らが会う人々に平和の言葉を告げるように

言いました。また、イエスは最後の晩餐で、「わたしの平和をあなたがたに与える」(ヨハ

ネ14:27)と言いました。死者の中から復活した時、イエスが弟子たちに初めてかけた言葉

は平和の言葉でした。したがって、イエスの弟子である私たちも互いに平和の言葉を話

し、福音書に出てくる対話をニューメキシコと全世界の核廃棄のための具体的な行動に変

えることができることを願います。 

 
xi ラテン語のウルビ・エト・オルビ（Urbi et Orbi）は「ローマ都市と全世界へ」という意味で、古代ロ

ーマで声明文の冒頭に書いた文句であった。今日では、教皇がラテン語で行う公式的な祝福と講話をい

う。 
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書簡を締めくくりながら、私は広島に落ちた爆弾の明るい光を見るために窓へと駆け寄

った日本の幼い生徒たちを思い出します。その光は平和の光ではなく、死と破滅に導いた

偽りの光でした。 

イエスは真の光として世の中に来ました。イエスは暴力と死、滅亡の闇から私たちを導

くために来ました。そのように行動するイエスは「世の光」です。イエスの光は核兵器の

明るい光とは正反対です。イエスの光は普遍的な愛の真の光、普遍的な慈悲の光、普遍的

な平和の光です。イエスの光は完全な非暴力の光です。イエスの平和の光は私たちに平和

という新しい未来、核兵器のない世界に向かって進む生命の道を見ることができるように

してくれます。 

広島への原子爆弾の投下は、聖なる主イエスの変容の祝日である8月6日に発生しまし

た。変容の物語で（マタイ17:1-8、マルコ9:2-8、ルカ9:28-36)、イエスは３人の弟子を

連れて高い山に登りました。彼らの目の前でイエスの姿が変わり、その顔は日のように輝

き、その衣は光のように白くなります。弟子たちが非常に恐れ、顔を地に伏せると、イエ

スは彼らを触りながら「起きなさい。恐れることはない」と言いました。弟子たちはイエ

スの真の姿、すなわち世の光であり治癒する平和の光であることを見た証人でした。 

イエスの弟子として、私たちはこれ以上暴力の闇と核戦争の脅威という影の中で生きて

いかないことを選択しなければなりません。キリストの平和の光は、核戦争に備えて数千

個の核兵器を開発しながら、あまりにも長い間彷徨わせた死の陰湿な谷から私たちを抜け

出させてくれます。キリストの平和の光の中で、私たちは平和と愛、非暴力という約束の

新しい地を見ることができます。私たちがあえて変容して復活したキリストに従うなら、

恐怖を振り払って立ち上がり、まさにニューメキシコで始まり、約束された平和の地、核

兵器のない新しい世界に向かって進むことができます。 

キリストの平和の光の中で、私たちはお互いを兄弟姉妹と見なします。神は私たちを互

いの敵ではなく、一つの人類家族の構成員として、この美しい共通の家を共有する神の子

どもとして創造しました。私たちはこれ以上、誰でもどこでも核戦争で威嚇する必要はあ

りません。私たちは核廃棄を始めるための具体的な措置を取らなければなりません。つま

り、武器を解体し、土地を浄化し、その莫大な資源を国際的な非暴力の紛争解決の構造に

使うのです。このような措置は飢餓、貧困、人種差別、そして貪欲のような戦争そのもの

の原因を根絶することができます。 

キリストの平和の光の中で、私たちはニューメキシコとアメリカ、そして全世界のため

の新しい未来を見ます。核兵器を作って保存しない新しい非暴力のニューメキシコ、すべ

ての人々が核戦争の脅威なしに平和に暮らせる新しい世界を見ます。私たちは新しいニュ

ーメキシコで飢餓と貧困を終息させ、学校と保健医療を改善し、すべての人々の生活を維

持する雇用を保障し、すべての人々に平和と非暴力の人生を教えるのに私たちが持つ資源

を使うことができます。このような対話を追求して核廃棄という任務を引き受けるなら

ば、私たちは私たちの土地と世の中をより平和で安全にするだけでなく、ついにキリスト

の平和の光の中で完全に生きる方法を学ぶことになるでしょう。 

ジェラード・マンリー・ホプキンス（Gerard Manley Hopkins)は「神の偉大さ（God's 

Grandeur)」という詩の中で、「聖霊が曲がった世界の上に明るい翼を広げて暖かい胸で抱

いてくれるので」65 地球は絶えず新しくなると言いました。その明るい羽の光は知恵、思

慮深さ、勇気に満ちていて、平和に関する有益な対話を持続できるようにしてくれます。

そのような対話は、暴力と核戦争の脅威によってしばしば曲がってしまう貧しい世の中を
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新しくし、活力を吹き込むでしょう。その輝く翼の光は、「闇の中で輝く」（ヨハネ1:5）

キリストの光です。明けの星であるキリストは、「死者のうちから復活し、人類を平和の

光で照らして（Easter Exsultet ― 復活賛歌）」66くださいました。私たちはまさにこの

光、キリストの平和の光の中で、核廃棄に関する対話に乗り出すことができます。私たち

自らキリストの平和の道具になることで、戦争の道具をなくすことができるよう祈りま

す。 

しかし、もちろん大切なことではありますが、私たちが平和の道具になるということだ

けでは十分ではないのです。そう、私たちは、この大義の深刻さと、人類と地球全体に迫

る危険な脅威にふさわしい緊急性を持って、世界的な核軍縮の大義に取り組まなければな

らないのです。私はサンタフェ大司教区所属のすべての信者とニューメキシコ州のすべて

の住民にこの目標に向かって具体的な行動を取らせる重大な対話に参加することで、核廃

棄という挑戦的な課題を引き受けることを促します。私が大変なことを要請しているとい

う事実をよく知っています。しかし、平和という任務のために弟子を二人ずつ送ったイエ

スもそうしました。その弟子たちのように、私たちもキリストから遣わされ、キリストに

よって力づけられ、与えられた課題のために、キリストによって強められるのです。 

17世紀初め、スペインからニューメキシコに伝わった祝福された聖母のイメージに与え

られた最初の称号の一つは、「ヌエストラ・セニョーラ・デ・ラ・パス（Nuestra Señora 

de la Paz ― 平和の聖母）」でした。平和の聖母に私たちの代わりに祈ってくださること

を、平和を与えてくださるキリストの光の中で生きていける道を見せてくださることを願

いながら、皆さんに核廃棄に向けたこの新しい対話に参加してくださるよう丁重にお願い

します。 

 

 

キリストの平和の光で、皆さんの兄弟 

 

 

 

ジョン・C・ウェスター 

サンタフェ大司教 

2022年1月11日 
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聖フランシスコの平和の祈り 

 

主よ、わたしをあなたの平和の道具と 

ならせてください。 

 憎しみがあるところに愛を、 

 争いがあるところに赦しを、 

 分裂があるところに一致を、 

 疑いのあるところに信仰を、 

 誤りがあるところに真理を、 

 絶望があるところに希望を、 

 闇があるところに光を、 

 悲しみのあるところに喜びを。 

 

ああ、主よ、慰められるよりも 

慰める者としてください。 

 理解されるよりも理解する者に、 

 愛されるよりも愛する者に。 

それは、わたしたちが、 

自ら与えることによって受け、 

 赦すことによって赦され、 

 自分のからだをささげて死ぬことによって 

 とこしえの命を得ることができるからです。 

アーメン。 

 

Lord, make me an instrument of your peace: 

where there is hatred, let me sow love; 

where there is injury, pardon; 

where there is doubt, faith; 

where there is despair, hope; 

where there is darkness, light; 

where there is sadness, joy. 

 

O divine Master, grant that I may not so much seek 

to be consoled as to console, 

to be understood as to understand, 

to be loved as to love. 

For it is in giving that we receive, 

it is in pardoning that we are pardoned, 

and it is in dying that we are born to eternal life. 

Amen. 

(©“St. Francis of Assisi” 

by Br. Mickey McGrath, OSFS, 

Courtesy of Trinity Stores, 

www.trinitystores.com, 

800.699.4482) 

http://www.trinitystores.com/
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書簡の要約 

 

2017年9月、私は日本を旅行しながら広島と長崎を訪問しました。1945年8月6日、人類

が核時代の闇という一線を越えたという事実に気づいたことは、暗鬱でありながらも目の

覚めるような経験でした。歴史的にサンタフェ大司教区は、このような兵器が二度と使わ

れないようにする平和イニシアティブの一部でした。私は、今がそのような平和作業を回

復しなければならない時だと信じています。 

私たちは、ニューメキシコ州からアメリカ全域にわたって、普遍的かつ検証可能な核廃

棄に対する真摯な対話を続けなければなりません。私たちは過去の冷戦よりも危険な新た

な核兵器競争で自らに与えてきた危険な苦境を、これ以上否定したり無視したりすること

はできません。ロシア、中国、その他の地域からの脅威が増大する状況の前で、私は核兵

器競争が本質的に永続的であり、アメリカを含むすべての当事国の自己永続化、すなわち

行為とその行為に対する反作用を絶えず不安定に加速させる悪循環であることを指摘しま

す。私たちは核兵器競争を激化させるのではなく、核兵器を統制しなければなりません。 

さらに、私たちは核兵器を廃棄し、核の脅威を永久的に終息させるための具体的な措置

を講じなければなりません。もし私たちが人類を大切にするならば、地球を大切にするな

らば、平和の神と人間の良心を大切にするならば、私たちはこの緊急な質問に対する公開

対話を始め、核廃棄に向けた新しい道を探さなければなりません。 

ニューメキシコ州のアルバカーキにあるカートランド空軍基地にロスアラモスとサンデ

ィア核兵器研究所、そしてアメリカ最大の核兵器貯蔵所があるので、サンタフェ大司教区

は核廃棄を擁護する活動における特別な役割を担っています。同時に、環境浄化事業でニ

ューメキシコ住民に生活を保障する働き口を提供し、不拡散プログラムと気候変動に対処

することも奨励しなければなりません。 

カトリック教会が「抑止力」の条件付き容認から、核廃棄が道徳的な命令だという態度

に転換し、フランシスコ教皇も核兵器保有の不道徳性について明確な声明を発表してきま

した。単なる抑止力のためであれば数百個程度でいいにもかかわらず、私たちは神が創造

した地球上のすべての被造物を破壊できるだけの数千個もの戦争用核兵器を保有していま

す。その上、私たちは核兵器を「現代化」し永遠に維持するために少なくとも１兆７千億

ドルを支出する計画を立て、貧しく窮乏した人々のために使う基金を強奪しています。 

カトリック教会はずいぶん前から核兵器に反対する声を上げてきました。バチカンは核

兵器禁止条約に署名・批准した最初の国家です。フランシスコ教皇の宣言どおり、「私た

ちは核兵器禁止条約を含め、核廃棄と不拡散という国際的な法的主要枠組みを支持する活

動を疎かにしてはなりません」。普遍的かつ検証可能な核廃棄に向けた活動を続けなが

ら、その条約を支持することは、核兵器発祥の地であるサンタフェ大司教区の義務です。 

福音書についての黙想を通じて、フランシスコ教皇はしばしば非暴力的なイエス、そし

て「平和をつくり出す人たちは、幸いである」と「敵を愛しなさい」という主題を強調し

ます。イエスは福音書に出てくる通り、非暴力を実践するよう私たちに要請しました。し

たがって、私はキリストの光の中に足を踏み入れ、平和の新しい未来、約束された平和の

地、平和と非暴力の新しい文化に向かって一緒に歩いていけるよう、皆さんを招きます。

この美しい惑星、私たちの共通の家に住む兄弟姉妹として、私たち皆が平和に生きる方法

を学ぶことができるでしょう。 
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付録 I 

研究、省察、行動のためのいくつかの提案 

 

◉ 参考ウェブサイト 
 

原子力責任に関する同盟 （Alliance for Nuclear Accountability） 

https://ananuclear.org/ 

 

軍備管理協会 （Arms Control Association） 

https://www.armscontrol.org/ 

 

核の安全を懸念する市民たち （Concerned Citizens for Nuclear Safety） 

http://nuclearactive.org/ 

 

アメリカ科学者連盟 （Federation of American Scientists） 

https://fas.org/issues/national-security/ 

 

教皇庁 （The Holy See） 

https://www.vatican.va/content/vatican/en/search.html?q=nuclear+weapons 

 

核兵器廃絶国際キャンペーン （International Campaign to Abolish Nuclear Weapons） 

https://www.icanw.org/ 

 

ニューメキシコ核監視団 （Nuclear Watch New Mexico） 

https://nukewatch.org 

 

パックス・クリスティ USA （Pax Christi USA） 

https://paxchristiusa.org/nuclear-disarmament/ 

 

核を憂慮する科学者同盟 （Union of Concerned Scientists） 

https://www.ucsusa.org/nuclear-weapons 

 

国連 （United Nations） 

https://www.un.org/en/site-search?query=nbuclear+weapons 

 

米国カトリック司教協議会 （United States Conference of Catholic Bishops） 

https://www.usccb.org/committees/international-justice-and-peace/nuclear-weapons 

 

https://ananuclear.org/
https://www.armscontrol.org/
http://nuclearactive.org/
https://fas.org/issues/national-security/
https://www.vatican.va/content/vatican/en/search.html?q=nuclear+weapons
https://www.icanw.org/
https://nukewatch.org/
https://paxchristiusa.org/nuclear-disarmament/
https://www.ucsusa.org/nuclear-weapons
https://www.un.org/en/site-search?query=nbuclear+weapons
https://www.usccb.org/committees/international-justice-and-peace/nuclear-weapons
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◉ 立法擁護活動 

 
アメリカの核兵器の複合体で魅惑の地ニューメキシコが占める核心的な役割を考慮する

と、ニューメキシコ州議会代表団は特に核兵器問題に関して大きな影響力を持っていま

す。多国間そして検証可能な核廃棄の必要性に対する市民の見解を代表団に知らせること

を促します。核兵器生産の代わりに環境浄化、不拡散プログラム、そして新しいグリーン

経済を通じて生活を保障する働き口を作り出すことも必要です。これに加えて、2008年に

最後の研究が行われて以来、安全性、放射性廃棄物処理、燃焼物の懸念が高まったことか

ら、ロスアラモス研究所の核兵器プログラムの運営に対する新しく広範囲な公的環境影響

報告書も求めましょう。 

 

マーティン・ハインリッヒ（Martin Heinrich）上院議員 

(202) 224-5521 

https://www.heinrich.senate.gov/contact/write-martin 

 

ベン・レイ・ルハン（Ben Ray Lujan）上院議員 

(202) 224-6621 

https://www.lujan.senate.gov/contact/contact-form/ 

 

メラニー・スタンスバリー（Melanie Stansbury）下院議員、第１区 

(202) 225-6316 

https://stansbury.house.gov/contact 

 

イベット・ハーレル（Yvette Herrell）下院議員、第２区 

(202) 225-2365 

https://herrell.house.gov/contact 

 

テレサ・レガー・フェルナンデズ（Teresa Leger Fernandez下院議員）、第３区 

(202) 225-6190 

https://fernandez.house.gov/contact 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.heinrich.senate.gov/contact/write-martin
https://www.lujan.senate.gov/contact/contact-form/
https://stansbury.house.gov/contact
https://herrell.house.gov/contact
https://fernandez.house.gov/contact
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◉ 行動に役立つアイデア 
 

⚫ 対話に参加しましょう。家族、友人、職場の同僚、皆さんの教会の司祭、信者たちと

一緒にニューメキシコにある核兵器の存在について話しましょう。 

⚫ この書簡を共有し、核廃棄のためにどのような活動ができるのか話し合いましょう。 

⚫ この書簡について話し合うために、教会の信者たちと夕食会（オンライン上でも）を

開きましょう。 

⚫ ニューメキシコや地球上のあらゆる場所で、核兵器廃棄のために日々祈りましょう。 

⚫ 生物化学兵器禁止条約に似た核兵器禁止条約に支持を表明しましょう。 

⚫ フランシスコ教皇の最近の回勅『ラウダート・シ ―ともに暮らす家を大切に』と

『兄弟の皆さん』を読んで勉強しましょう。教会で勉強会を始めましょう。 

⚫ 暴力を減らし平和を作り出す人になれるように、イエスの非暴力について日々勉強

し、練習しましょう。 

⚫ 教会の司祭に、信者たちの祈りに核兵器廃棄と世界平和のための祈りを含ませるよう

要請しましょう。 

⚫ 核廃棄のための大衆的な平和祈念の集会を開きましょう。 

⚫ ロスアラモスとサンディア国立研究所で働く人々に、核戦争を準備することにこれ以

上参加しないよう職業を変えることを考慮するよう要請しましょう。 

⚫ 若者たちに平和と非暴力に対する福音を教えましょう。青年たちが平和を作り出す人

になるよう支援し、非暴力を実践し、より平和な世の中のために活動するよう励まし

ましょう。 

⚫ https://www.icanw.orgで、2017年ノーベル平和賞受賞者である核兵器廃絶国際キャ

ンペーン（ICAN：International Campaign to Abolish Nuclear Weapons）について

見てみましょう。 

⚫ どこかに投資する意向があるなら、あなたの資金を意識的に使いましょう。核兵器に

投資しない方法は、https://www.dontbankonthebomb.comを参照しましょう。 

⚫ 地域の下院議員、上院議員、州知事に連絡して、核兵器禁止条約を支持し、環境の浄

化、不拡散プログラムとグリーンエネルギー雇用創出にリーダーシップを発揮するよ

う要請しましょう。ロスアラモス実験室の持続的な運営に対する新しい広範囲な公的

環境影響報告書を要請することもできます。最後の報告書は2008年に出ましたが、そ

の後プルトニウムピット生産の拡大、続く核安全性憂慮、そして燃焼物危険が増加す

るなど、多くの変化が生じたためです。 

 

 

 

 

https://www.icanw.org/
https://www.dontbankonthebomb.com/
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◉ マスメディアに市民の見解を知らせる 
――ニューメキシコの一部マスコミに手紙を送りましょう。 

 

アルバカーキ （Albuquerque)： 

Albuquerque Journal 

https://www.abqjournal.com/letters-to-the-editor 

 

カールスバッド (Carlsbad)： 

Carlsbad Current Argus. 

https://static.currentargus.com/lettertoeditor/ 

 

ギャラップ （Gallup)： 

Gallup Independent 

letters@gallupindependent.com 

 

ラス・クルーセス （Las Cruces)： 

Las Cruces Sun News. 

https://static.lcsun-news.com/lettertoeditor/ 

 

サンタフェ （Santa Fe)： 

Santa Fe New Mexican 

https://www.santafenewmexican.com/site/forms/online_services/letter/letter_editor/ 

Santa Fe Reporter 

editor@sfreporter.com 

 

タオス （Taos)： 

Taos News 

https://www.taosnews.com/site/forms/online_services/letter_editor/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.abqjournal.com/letters-to-the-editor
https://static.currentargus.com/lettertoeditor/
mailto:letters@gallupindependent.com
https://static.lcsun-news.com/lettertoeditor/
https://www.santafenewmexican.com/site/forms/online_services/letter/letter_editor/
mailto:editor@sfreporter.com
https://www.taosnews.com/site/forms/online_services/letter_editor/
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付録 II 

個人的省察とグループでの議論を助ける質問 

 

（１）「今日、戦争を目的に原子力を使うことは人間の尊厳だけでなく、共通の家が迎え

る未来に対する犯罪です」「戦争を目的に原子力を使うことは、核兵器を保有することと

同じように不道徳です」という教皇フランシスコの言葉についてどう思いますか。 

（２）イエスはどんな面で非暴力的で、それは私たちにどんな意味を持っていますか。今

日、平和をつくり出す人になるということは何を意味しますか。今日、私たちはどうやっ

て敵を愛することができますか。「イエスは非現実的な理想主義者ではなく現実主義者で

した」というマーティン・ルーサー・キング牧師の言葉についてどう思いますか。 

（３）ルカ福音書 9 章 54-55 節の言葉を省察してみましょう。天から地獄の火を降らせよ

うとするヤコブとヨハネに対するイエスの戒めは、今日のニューメキシコと全世界にいる

皆さんにどんな意味を与えますか。今日の核戦争の準備について、イエスはどう思うでし

ょうか。 

（４）アメリカ科学者連盟の書簡で引用したように、「現在、世界は13,000個以上の核兵

器を保有しており、そのうちの一部は日本に投下された二つの爆弾より100倍も強力で

す。約2,000個のアメリカ、ロシア、イギリス、フランスの核弾頭はいつでも使用される

態勢を整えています」が、私たちはこれに対してどうすればいいでしょうか。イエスは私

たちが何をすることを望んでいるでしょうか。フランシスコ教皇が促したように、どうす

ればすべての核兵器を廃棄し、核戦争の脅威を終息させることができるのでしょうか。 

（５）「アメリカ全土を含め、サンタフェ大司教区は核兵器禁止条約を支持するだけでな

く、積極的に履行すべき特別な責任があります」というウェスター大司教の言葉を省察し

討論しましょう。その条約をどのように効果的に支持することができるでしょうか。 

（６）「各国政府が大量破壊兵器に対する投資を皆のための教育と社会基盤施設を再構築

し、環境と気候変動の脅威に対処し、特に世界的な感染症に対するワクチン接種に投資す

るならば、アメリカと世界市民にもっと役立つでしょう」というウェスター大司教の言葉

を省察し討論しましょう。政府が生命維持に役立つところに投資するようにどのように促

すことができるでしょうか。 

（７）「私たちはニューメキシコの住民たちに道徳的に問題のある核兵器の働き口以外の

雇用と経済的機会を提供するために努力しなければなりません。それは正しいことだけで

なく、政治的意志を発揮すれば実現可能です。サンタフェ大司教区は特にニューメキシコ

州議会代表団と州知事にその目的のために継続して活動してくれるよう促しました」とい

うウェスター大司教の言葉を省察し討論しましょう。ニューメキシコ州の住民が核兵器を

作って維持する代わりに、人に役立つ新しい働き口を見つけるようにどのように助けるこ

とができるでしょうか。 

（８）キリストの平和の光の中で生きるということは、私たちにどんな意味を与えます

か。 
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【邦訳】 https://www.cbcj.catholic.jp/2019/11/24/19823/ 
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